
今年の国家試験を表す言葉は“前

易後難”。「午前中は易しいが、午後

は難しい」傾向にあった。受験者が

苦手とする基礎薬学、その中でも特

に苦手なのが“有機化学”と“物理化学”。

この２教科が易しかったことが、92回受験者

にとって追い風となったことは間違いないだ

ろう。例年のように「やっぱり基礎ができな

かった」と憂鬱な気分で受験するのではなく、

「思いのほか基礎ができた」という気持ちで

試験に臨むことができたことは、心強かった

はず。２日目の午前中にある薬理学も難しい

内容とは言えず、好調の波に乗ることができ

たと思われる。

しかし、午後に関しては“受験者が解きづ

らい”問題が多かった。「受験者が解きづら

い問題＝難しい問題」という式は一概には成

り立たない。実際、一見解きづらそうに見え

ても、内容を把握して考えて解けば、それほ

ど難しくはないといった問題が多かった。し

かし“考えて解くことを嫌う昨今の受験者”

にとってはどちらも同じことなのだろう。衛

生薬学や薬事関係法規・制度といった、いわ

ゆる“受験者がやりやすい教科”が思うよう

にできなかったという声は多く、それが足か

せになったことは想像に難くない。ただし

「取れていないと思っていたが、採点をして

みると思いのほかできていた」という受験者

の声が多いのも事実だ。

この「試験の手ごたえと得点のズレ」が現

れるのは“今までとタイプの異なる問題が出

題されたとき”に往々にして見られる現象だ。

受験者は、まず間違いなく過去問題を勉強し

ている。ほとんどの学校や予備校業者も、過

去問題をベースとして問題を作成・組み立て

ている。よって受験者は、意識せずとも過去

問題をベースとした解法力を養うことにな

り、国家試験にもそれで臨むことになる。

過去問題をベースとした解法力で、従来と

は異なるタイプの問題を解いた場合、今一つ、

解法に手ごたえが得られない場合が多い。受

験者は「手ごたえがない＝できていない」と

捉える傾向にある。実際、今回の衛生薬学で

は“新傾向といえる問題”や“今までとは異

なるタイプの問題”が何題か出題さ

れており、薬事関係法規・制度に関

しても同じことが言える。

往々にして、衛生薬学や薬事関係

法規・制度に関しては、過去問題を

ベースに勉強するパターンが多く、

中には「過去問題を暗記して終わる」

という猛者（？）さえいる。もちろん、

過去問題をベースとして勉強するこ

とは決して悪いことではない。しか

し「過去問題の暗記で乗り切る勉強

法」は、国家試験には通用しない。そ

のような勉強法で取り組んだ受験者

にとって、今回の国家試験は、こと

さら難しい試験と感じられたはずだ。

薬剤師国家試験がその範囲を広

げ、内容も一新された240題となっ

てから、はや10年を超えるが、いま

だ80回以前の悪しき国家試験対策が

跋扈しているのが現状。曰く「過去

問題だけやっていれば大丈夫」「１

カ月あれば間に合う」「暗記や語呂

合わせだけで対応できる」など、そ

の枚挙にいとまはない。しかし、これ

は一昔前の、それも誤った国家試験対策。も

はや、「過去問題を覚えていれば乗り切れる」

「暗記だけで対処できる」といった“国家試

験対策における悪しき因習”は捨て去らねば

ならない。いや、それから抜け出さない限り、

国家試験合格への道のりは閉ざされたままで

あるといっても決して過言ではないだろう。

実際、疾病と治療において、その傾向は顕

著なものとなってきている。いまや一昔前の

「薬剤師国家試験における疾病と治療の問題」

ではなく「疾病というものを理解した上での

治療の問題」となっている。今後、疾病と治

療の問題対策においては、医師国家試験に準

ずる“医学の生きた知識”が要求されること

になるだろう。そして、その生きた知識が求

められることは、他の科目にも重々言えるこ

とだ。事実、「科目分類を飛び越えた問題」

が今回の国家試験には多く出題されている。

生化学の内容が有機化学として出題された

り、薬理学の範囲で「ベンゼン環の２つの水

酸基を水素に置換すると……」などという問

題記述が飛び出したりもしている。どの範囲

で何が出題されようと「持っている知識を駆

使して解答を導き出す」という、生かせる知

識が求められているわけだ。

生きた知識として求められているのは、試

験を解くための解法力だけではな

い。「メスカリン様作用を有する

錠剤型麻薬として、近年若年層を

中心とする乱用が社会問題となっ

ている薬物はどれか」などという、

ある意味社会情勢としての常識的

な知識も必要とされており、単に

国家試験対策として過去問題だけ

を勉強しているのでは、対応が難

しい問題も少なくはない。しかし、

これも“過去問題の暗記だけで得

られる机上の理論”ではなく、公

衆という観点から捉えた場合の医

療・薬知識という、やはり“薬剤

師になった後に生かしていかなけ

ればならない知識”を求めている

に過ぎないといえる。

薬剤師は、単に薬剤師国家試験

に合格して免許をもらっただけの

人間ではない。医療従事者として

はもちろんのこと、たとえ薬剤師

として医療現場に立つことはなく

とも、一薬剤師として、その言

動・考え方をもってして社会に貢

献していかなければならない。それが薬剤師

免許を持った者の使命であり、責任である。

そのためには、幅広い生きた知識が必ず必要

になってくる。それを持ち使いこなせる薬剤

師こそが、現在の医療現場で求められ、かつ、

現在の薬学が目指している薬剤師像であると

いっても決して過言ではない。今回の国家試

験はもちろんのこと、これからもそのような
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第92回薬剤師国家試験は、合格率75.58％（新卒合格率85.60％、その他合格率49.05％）とい

う結果でその幕を閉じた。昨年の74.25％（新卒合格率85.16％、その他合格率38.67％）に比べ、

合格率こそ上がってはいるものの、240題になってからの国家試験（第81回国試：平成８年３

月から）としては４番目に低い合格率だった。240題になってからの国家試験で合格率が最も

低かったのは83回の72.74％で、最も高かったのは90回の84.39％だ。
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